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は、テキストが伴わない限り、外見のみによる区別は困難である。全体的にキリスト教徒は肌が
白く髪の色が明るい、ユダヤ教徒は黒髪黒髭という傾向は認められるものの、例外は数多い。特
にムスリムは、肌の色、髪の色、服装に大きな幅がある。 
　アルフォンソ 10 世の宮廷には、外交使節等の一時滞在者を含めて、ヨーロッパ各地域、ナス
ル朝グラナダ王国などイベリア半島のイスラーム勢力、マグレブのイスラーム諸王国から多種多
様な外見と装束の人間が姿を見せていた。そうした現実社会の観察に基づく描写であろう、写本
挿絵に描かれたマイノリティ集団の姿は一様ではない。しかし一方で、宗教的イデオロギーに基
づく不信心者、異教徒、宗教的敵としての姿も執拗に描かれており、彼の宮廷が「寛容」に満ち
た三宗教共存の文化的楽園であったとは到底言えない。 
　カトリック王としての自負と限りない領土的野心を併せ持ったアルフォンソ 10 世にとって、
ムスリムやユダヤ教徒の一部の知識人層のもつ豊かな知識や教養は、魅力的であり尊敬に値する
ものであった。しかしカトリック王の支配を脅かしうる集団としてのマイノリティには彼は厳し
い政治的措置をためらわなかった。アルフォンソ 10 世の写本挿絵には、こうした王の態度がか
なり直接的に反映されているということができる。 
